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The expansion of industrial land in Nanjing during Planned Economy Period:






































































1950年 1955年 1958年 1963年 1965年
城区
第一区 玄武区 玄武区 玄武区 玄武区
第二区 白下区 白下区 白下区 白下区
第三区 秦淮区 秦淮区 秦淮区 秦淮区
第四区 建䌋区 建䌋区 建䌋区 建䌋区
第五区 鼓楼区 鼓楼区 鼓楼区 鼓楼区
第六区 下関区 下関区 下関区 下関区
郊区
























年代 人口数 年代 人口数 年代 人口数
1953年 1180028 1963年 1663253 1973年 1641685
1954年 1220142 1964年 1690703 1974年 1664495
1955年 1271527 1965年 1709405 1975年 1693574
1956年 1388122 1966年 1723057 1976年 1722943
1957年 1457905 1967年 1721768 1977年 1736677
1958年 1509496 1968年 1708135 1978年 1800717
1959年 1617732 1969年 1633277 1979年 1977559
1960年 1676194 1970年 1540879 1980年 2032902
1961年 1642092 1971年 1581604 1981年 2087287
1962年 1629098 1972年 1601330 1982年 2128675
南京における産業別人口構成については，1982年時点での第二産業の従業者は都市総人口の









第二産業の従業者数 14） 労働人口 15） 割合 総人口 16） 割合
南京市区 75.28万人 125.81万人 59.84% 212.87万人 35.36%










中華人民共和国が成立した最初の 3年間，つまり 1949年から 1952年までは「国民経済回復期」
という調整期と呼ばれる。中国共産党の南京市委員会による総括案によると，南京市における
工場の数は 1950年の 5407カ所から 1952年前半の 7796カ所まで増加した。この 3年間に，
南京製紙廠，南京シルク廠が新しく建設されて，南京農業機械廠，南京汽車 22）製造廠などが改
築された。職員が 1000人以上の大規模な工場は 2カ所から 27カ所に急激に増加した 23）。
1953年から 1957年までの「第 1次 5カ年計画」を経て，1957年に南京の工業総生産額は
1952年の 3倍となった。それと同時に，工業総生産額が市内総生産額に占める割合は 1952年
の 36.85%から 1965年の 75.08%に増加した。市内総生産額の状況から見ると，1965年時点で
工業生産が南京の主な都市機能となったといえる。当時の南京は生産都市の都市機能に関する
基準を満たしていたといえよう。
1958年から 1976年まで，大躍進と文化大革命の影響で，第 2次 5カ年計画から第 4次 5カ
年計画までの 3回の 5カ年計画はあまり計画通りに実現されなかった。だが，1966年から
1976年まで，南京の国民総生産は 1年あたり 7.3%の増加ペースを保持した 24）。より重要なのは，
南京の工業システムおよび優位の産業が徐々に形成されたことである。例えば，電子工業が南









































































































































































年代 1952年 1957年 1965年 1978年 1980年 1985年
国民総生産 53632 98656 207788 673748 819262 1370541
工業総生産 19763 59474 155999 600049 742943 1251425






























































年代 人口数 年代 人口数 年代 人口数 年代 人口数
1953年 1041560 1961年 1623217 1969年 1610868 1977年 1710445
1954年 1078484 1962年 1608611 1970年 1517760 1978年 1775027
1955年 1125701 1963年 1643580 1971年 1555702 1979年 1952411
1956年 1342008 1964年 1671844 1972年 1575039 1980年 2032902
1957年 1418838 1965年 1689836 1973年 1615006 1981年 2087287
1958年 1469809 1966年 1702778 1974年 1638510 1982年 2128675
1959年 1576413 1967年 1700779 1975年 1666362
1960年 1656225 1968年 1686436 1976年 1695445
13）南京市地方誌編纂委員会 2001.『南京人口誌』58，459より計算。中国第二歴史档案館の所蔵する档案「南
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